
令 和 ８ 年度 　 藍住 東 小 学校 経 営 方針  

 
１ 　 校 訓　 「 明 るく 　 楽 し く　 たく まし く 」  
　 　 学 校教育 目標  

 　 　 　 郷土を 愛 し 　 未来 を 創造 する 　 主 体的 に学び 行動 でき る児 童の 育 成
 スロ ー ガン 　 『 笑顔 い っぱ い 　 力い っ ぱ い 　 東 小』

 
 ２ 　 本 年度重 点目 標

○あ 　 安心・安全な学校づくりの推進  

　 　 　 ～児童が明日も登校したいと思える学校づくり～  
      ・ス ク ー ル ワイド ＰＢ Ｓ を 活 用し 、安 心し て 自 分の 意見 が言 える集団 づ くり を 行う 。
　 　   ・全 教職 員で協 働し 、 い じ め の 根絶 と不登校 ・ 不適応 児童へ の 対 応を 図る 。
　 　   ・自 らの 命 や 安全 は自分 で守 るこ と ので き る児童 を 育成 する 。特 に交 通安全 指導 を

 　 　 　 徹底 する 。
      ・施 設・ 設備の 安 全点 検と避 難訓練 を 計画 的に実 施し 、 安全管 理の 徹 底す る。

○い   いつも、どこでも信頼される教職員集団の実現  

　 　 　 ～「チーム」で何事にも対応する教職員集団～  
　 　  ・校 内研 修の 充実 を図 り 、教 師とし て の 資 質・ 能力を 高め る。   
　 　   ・対 話を 重視 し 、 教師相 互の 信頼 関係 を 深め る。
      ・情 報交 換（ 報連 相） を 徹 底し 、計 画的 ・組 織的な 協働 体制を 構 築す る。
      ・ＰＤ Ｃ Ａ サ イク ル を 回し 、 絶え ず 学 校の 進化 ・ 発展を 目 指し て 取り 組 む 。
      ・高 い 倫理 観と使 命感、 自 らの 言 動に 責任を も つ 。
　 　   ・公 私にお い て コン プラ イアン ス を 遵守 し 、不 祥事 根絶に 取り 組む 。

○ひ 　 一人一人を見つめた人権教育・特別支援教育の充実  

　 　 　 ～「自分も人も大事」一人一人が大切にされる学校づくり～  
　 　   ・人 権問 題を 教職 員自ら の 問 題とし て と らえ 、人 権教育 の 推進 を 図る。 特に 、同 和問
       題に つい て の 理解を 深め 、差 別意 識解消 に務め る 。
      ・ス ク ー ル ワイド ＰＢ Ｓ を 活 用し 、児 童一 人一人 が認 めら れ 、 個性を 発 揮で き るよ うな

 　 　 　 教育 活動 を推 進す る。
　 　  ・ 日 常 生 活 にお け る 小 さ な人 権 問 題 も 見 逃 さ な い 人 権 感覚 を 養 う と とも に、 家 庭や 地域

 　 　 　 と連携 し た人 権教育 を 推進 する 。

○が 　 学校と家庭・地域との連携による開かれた学校づくりの推進  

　 　 　 ～「地域の力を学校に」教育活動の工夫・改善～  
  　   ・地 域との 交 流・ 体験学 習の 充 実を 図り 、 地域に 根ざし た 持続 可能な 学校づ く りを 推

 　 　 　 進す る。 （ 阿波 踊り 、 読み 聞 かせ 、稲 作体 験、 獅子舞 、邦 楽体験 、 幼小中 交流 等）
　 　   ・「 学 校は子 ども の ため にあ る」 を 合 い 言葉 に、家 庭と の連 携や 情 報交 換を 密に 行い 、

 　 　 　 家庭 ととも に児 童の 健全 な育成 を 目指 す。
　 　   ・「 お はよう ご ざい ま す 」 「 ありが とう ご ざい ま す」 等 、礼 儀や 感 謝の 言葉 がい え る児童 を

 　 　 　 育成 し 、地 域との 交 流を 深 める 。

○し 　 主体的な学びを実現する教育の推進  

　 　 　 ～授業改善・児童理解により「わかる授業」の展開～  
　 　   ・全 学年 を通 し て 学習 規律の 確 立と 基礎・ 基本 の徹 底に 取り 組む 。
　 　   ・全 学年 を通 し て 「 聞く 力」 、 「 話す 力」 の 育 成に 取り 組む 。
　 　   ・児 童の 実態 把握 や 授業改 善を 通 し て 、一 人一 人の ニ ーズ に 合わ せ た学習 を 展開

 　 　 　 す る。
      ・タ ブレ ッ ト や 大型 提示 装置等 、Ｉ Ｃ Ｔの 効 果的 な活用 に努め 、 「 個別 最適な 学び 」 と
　 　 　 「 協働 的な学 び 」 の 充実を 図 る。

 
 



 ３ 　 め ざす 姿
 （ １ ） め ざす 学校の 姿

  ○明 るく 楽し い 学 校
  　 子 ども や 教職 員が温 かい 人間関 係で つ ながり 、め あ て に向 かって 努力す る学 校

  ○伸 びる 学校
  　 子 ども も教 職員も 探求 心に 満ち た中 で、 生き 生き と 活動す る学 校

  ○安 全・安 心な 学校
  　 命 の尊 さ ・安 全教育 の 指導 と管理 を徹 底し 、 事故 ゼ ロを 目 指す 学校

  ○開 かれ た学校
  　 情 報発信 ・説 明責任 を 果た し 、家庭 や 地域 と信 頼と和 で結 ばれ て い る 学校

  ○美 しい 学校
 　 隅 々まで 美し く 整備 ・整 頓さ れ た環境 の 中で 、豊 かな情 操を 育 む 学校

 （ ２ ） め ざす 子ど もの 姿

 ○あ 　 明 るく 自分か ら あい さ つ す る子 　 　 　 …　 自ら あい さ つ し よ うとす る 子ど も 

 ○い 　 い つ も 思い や りの 心 で仲よ く する 子   …　 思 い や り の 心を も って 力 を 合わ せる 子ど も  

 ○ひ 　 瞳 かがや かせ 体を き た え る  子 　 　 　 …　 意欲 的に体 力を 高 めよ うと す る子ど も 

 ○が 　 学 習す るこ とを 楽 し む 子　 　 　 　 　 　 …　 学ぶ こ とを 楽し い と感じ る 子ど も 

 ○し 　 し っ かり 考え て 行 動す る子 　 　 　 　 　 …　 よ く考 えて ， 正し く 行動す る 子ど も

 （ ３ ） め ざす 教職員 の 姿
  ○子 ども たち に、 愛 情と優し さ と 使命感 を もっ て 接す る教 職員

  ○心 身とも に健康 で、 互い に支え 合 い 、 協働す る 教職 員
  ○正 しい 教育観 を もち 、子ど も たち や 保 護者 から 信頼 さ れ る教職 員
  ○学 識豊か で、 社会 人とし て の良 識があ り、 指導 力の 優 れた 教職員

 ○常 に研究 課題や 目標を も ち 、 自主 的に自己 研鑽 に励む 教職員
 【 こ こ が ポ イン ト】 「 学 校は子 ども の ため にあ る」 ・ ・・ 実現 の ため には教 職員 が健康 でな けれ ば！

  ～働 き方 改革 と風通 し の よい 職 員室 のた めに ～
  　 ○ 「チ ーム 」 で 対応 しよ う 。

  　 　 ・仲間 の 意見 は肯定 的に受 け 止め よう 。
  　 　 ・い い こ とも、 わ るい こと も共 有し よう 。

    　 ・一人 で悩 まな い 、決 し て 無理 はし ない 。
    ○ 楽に楽 し く仕 事を し よう 。

  　 　 ・仕事 は効 率よく 、 時間と 手間を かけ ない よ うに 心が けよ う 。
  　 　 ・や ら さ れ る仕 事は疲 れ る。 や り たい 仕事 に換え て い こ う 。

 　 　 ・家庭 や 地域 の 力を 活 用し よ う。
【 ス ロ ーガ ン 　 『 笑顔い っぱ い 　 力い っ ぱい 　 東小 』　 につ い て 】 　 ～児 童も 教職員 も～  

○え 「 笑 顔 」 ・ ・ ・ 楽 し く 、 明日 も 学 校 に 行 き た い と 思 える 夢 と 希 望 あ ふ れ る 東 小 に し て い き  

　 　 　 　 　 　 　 ま し ょ う 。  

○が 「 頑張 る」 ・ ・・ 最後 まで あき ら めず 、根 気強く 努力 し て い き まし ょ う 。  

○お 「 思い や り」 ・ ・・ 相 手の 気持 ち を 考えて 行 動し ま し ょう 。  

　   「 オ アシ ス 運動 」 ・・ ・ 「お はよ うご ざい ま す 」 、「 あ りが とう ござ い ます 」 、 「 失礼 し ます 」 、
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「 すみ ませ ん」 等 、礼 儀正し く、 コミ ュニ ケ ーシ ョ ンを 大 切にし ま し ょ う。

○ち 「 挑戦 」 ・・ ・い ろい ろな こと に挑戦 し て い き まし ょ う 。 目標に 向か って 取 り組 み まし ょ う 。  

○か 「 感謝 」 ・・ ・人 ・物 ・事 に日々 感謝 の 気持ち で接し まし ょ う  

○ら 「 楽天 」 ・・ ・意 味は「 自分 の 境 遇を 天 の 与 えた も の と し て 受 け 入 れ 、 く よ くよ し な い で 人 生  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 を 楽観 す る こ と 」  
  ※ 　 意味 の解 釈よ り「 他と 比 べ た し て 悩 ん だ り悲 し ん だり し て も 何 も 変 わ ら な い 。  
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 現 状 を 受 け 入 れ 、 前 向き に楽 し く や っ て い き ま し ょ う 。 」


